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はじめに






































恵まれて、家族 4人が 35 年後の平成 4年に拙宅にお礼にと訪れたことは感激であった。）
２．若さは発揮してこその価値～市立 S中学校で蓄積したこと












































































































































































































診断では心筋梗塞ということであった。死亡時刻であるが、これは私が前日 18 時 30 分に校舎内
点検に巡回したときに、男子職員便所の一番奥のトイレの扉が閉まっていて使用中になっていて




























































































		平成 11 年から 11 年間、県立看護学校の夜間に『教育学』の講義をしてきた。昼間、病院での勤
務を終えた後、学校に走りこんできて授業を受ける学生の姿から学ぶ点は多々あり、遣り甲斐の
ある嬉しい授業であった。
　１５回の授業内容を精選圧縮して最後に１コマ ( ９０分 ) 生み出し、毎年特別授業を設定した。
その内容はＶＴＲ「プロゼクトⅩ“奇跡の心臓手術に挑む”」を見せ、ＣＤさだまさしの「風に立
つライオン」を聞かせ、その感想を書かせるもので、最後に坂本九の「見上げてごらん夜の星を」
を聞かせて終わる授業であった。学生たちは私の意図をきちんと捉え , 看護師として人間として学
び続けていく決意を強くしたようであった。
Ⅱ　総括して想うこと
１．教育現場での共通的な光と影
①　学校現場で殆どの先生方（ごく一部を除いて）は全力投球で教育的な活動に取り組んでいる。
時代の変化に対応して、教育の目的・内容・方法等の修正がなされており、その修正に準拠
した日々の授業を展開するための修正や準備に時間が割かれ苦労されている。その力が子ど
もたちへの直接的な個別指導や生活指導のための時間としての発揮ができにくい環境下にお
かれている。
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②	 上記の直接指導の時間を減らしていることとして、授業外のさまざまな雑務に締めつけら
れている。雑務とは言え、場合によっては教科の授業以上に重要な事案（例：金銭問題で悩む子、
いじめ問題、学習障害児対応、過激な教育ママ発言・・・）の場合もあり , まじめで熱心な先
生ほどその問題解決にエネルギーを使い、心身ともに疲労しきっている先生もいる。
③	 家庭教育や社会教育の充実が叫ばれているが、実態は依然として各家庭や地域に任されて
おり、その余波が学校教育にのしかかってきている。先生方は「教育のプロ～給料をもらっ
てそれを仕事としている」という名の下に悪戦苦闘を強いられているというのが現実の姿で
ある。（このせいで、採用試験の難関を何年もかけて突破してきたまじめで熱心な先生の中に、
数年で辞めていく先生がいるという現実がある。）
④	 ノーベル賞をとり人類の科学や文化の発展に尽くせる人材の育成も大切であり、オリンピッ
クで金メタルを獲得するスポーツマンを養成して、国威高揚を図ることも必要です。しかし、
その底辺となる大多数の国民の頭と心と体が脆弱であればそれは不幸なことである。この点
から考えると、教育の第一義は一点に絞り込んでしまうことなく、人類の進歩と発展に関わ
る人材養成の観点と、総ての人間の生活の維持と向上に努める国民教育の観点の複眼的な観
点をもって取り組まなければならないと考える。
２．教育学テキストと教育現場の落差
　自分が教職 38 年間の経験を基に、教職課程の学生に教育学の講義をして思うことは、教育学で
述べられている教育の原理原則で重要視して欲しい部分と、現実と対比した場合に問題に感じる
部分があることである。
(1) 人間は性善説だけで語れるか
　子どもたち一人一人に目を向け教育に取り組むとき、性善説に立って総てをどこまでも受容
しようとする教師やカウンセラーの姿は美しいと思う。しかし、性善説では語れない人間の影
の部分のある現実も直視して（決して過大視する必要はないが）人間形成に取り組む姿勢も大
切にしたい。
(2) 無菌保育がいいことなのか
　未熟児で生まれた乳幼児や免疫学的に障害をもった人が無菌保育器的な環境の中で生活せざ
るを得ない状況は理解できる。しかし、そうではない人間までも無菌保育器的な環境が安全で
人間形成に最適な環境のように考えて、学校等の教育機関に無菌保育器的な環境（物理的にも
精神的にも無菌）を求める傾向が出てきている。オール電化で１年中空調の効いた快適な家庭
生活をしてきた子どもが、学校という集団生活の中でどのような症状をみせているか注目する
必要がある。
(3) 失敗から学ぶ教育の大切さ
　教科書の記述は多くが成功例で占められている。いかにすれば失敗しないで効率的に目標達
成できるかをねらいとして授業が展開される。成功ばかりの中で育ったひ弱な人間は一度失敗
すると、立ち上がれない程のダメージをうける。失敗から学ぶものはすんなり成功した場合よ
りもはるかに多くの学びがあり、何よりも生き方に力強さが育ってくる。
(4) 恥の文化はあるや
　日本が異文化交流によって感化され、良くなった部分もあるが、古い文化の中に厳然として
存在していた日本らしさの文化（恥の文化，慎みの文化、誇りの文化など）が失われていき、
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変なＴＶ番組や雑誌などの雑音が増大して、その消失の速度が加速してきている。この防波堤
の役割は社会教育も家庭教育にも頼られず、もう学校教育にしか残されてはいないが、その学
校教育の根幹であるべき学習指導要領ですら揺らいでいる現状では、一人一人の教員がしっか
りした教育観をもち、信念をもって指導にあたるしかないと思われる。
(5) 面白い授業と学ぶ努力
　被教育者の子どもを大事にするあまり、子どもは大切なお客様となり、教育者の教員が目線
を下げ過ぎて子どもたちを見上げるような教室環境になってはいないだろうか。小学校の低学
年ならいざ知らず、中学校や高校〔時には大学でさえ〕でも『分かりやすく楽しく面白く教え
ることが求められている。』しかし、どんなに心理学が発達し、教育機器が進歩しても、被教育
者の学ぶ努力なしには教育は成り立たない。時代を問わず、その教育を成り立たせる最大のも
のは相互理解のうえでの相互信頼であると思う。
Ⅲ　最後の一言
　　「人間は教育によってのみ人間になる。カント」教育（学校教育だけではない）を受けなければ
人間にはなれないのであるだけに、その目的・内容・方法は不易と流行の両面から十二分に検討され、
真に人間形成に役立つものを求め続け授けていかなければならない。
　　　　　　　　　　　　　
